
教育委員会ホームページ
http://www.kyouiku.city.suginami.tokyo.jp/

すぎなみの教育情報発信中！

No.205
平成24年7月2日

発 行
杉並区教育委員会
杉並区阿佐谷南1－15－1
　  3312－2111  FAX 5307－0692年教育報 No.

平成24年

すぎなみ

　東京から南へ約1,000km離れた小笠原諸島は、父島や母島など30
余りからなる島々です。亜熱帯の気候で、島内には珍しい固有植物が

多く、周辺の海域にはイルカなどが生息していることから、毎年多くの観光客が訪れています。平成23
年６月には、 白神山地、屋久島、知床に続き、ユネスコの世界遺産（自然遺産）に登録されました。
　杉並区では、本年の区制施行80周年を記念して、杉並区次世代育成基金の活用による中学生小笠原
自然体験交流事業を実施します。区内公立・私立中学校から推薦された代表生徒29名が、７月30日（月）
～８月４日（土）の日程で小笠原諸島を訪問し、様々な自然体験活動、現地の方との交流、ボランティア活
動等を行います。５月25日には結団式が行われ、田中良区長からは「長い船旅になりますが、杉並区の代
表として、現地での貴重な経験や交流を経て、各学校・地域における環境保全活動の推進役となってください。」と派遣生徒に激励の言
葉が贈られました。また、派遣生徒を代表して荻窪中学校３年の高橋青嗣さんからは「青い空、青い海、動植物と人の生活。大自然の中
で学んできます。」と、光塩女子学院中等科３年の大洞日音さんからは「今回の自然体験交流を29名の力を合わせて楽しく、有意義なも
のにしていきたい。」と力強い決意の言葉も聞かれました。学校の枠を超えた集団での事前・事後学習や現地での貴重な体験は、その後
の学校生活に大いに生かされることと期待しています。 問合せ：済美教育センター

中学生中学生小笠原小笠原自然体験交流自然体験交流中学生小笠原自然体験交流

　教育委員会では、教育ビジョン2012の目標実現に向けて、平成24年度から26年度までの3か年に力を入れて取り組む事業内容

を具体化した、「教育ビジョン2012推進計画」を策定しました。計画の全文は、教育委員会ホームページ等でご覧いただけます。

【計画の目標と主な取組み】
　　　　学びをつなげ、切れ目のない教育を進めます
　一人ひとりの学びを切れ目のないようにつなげ、学びの成果
を確実に受けとめ、次の段階でより一層発展できるようにして
いきます。
（主な事業） ・小中一貫教育の推進
 ・就学前教育の充実

　　　　学校の経営力・教育力を高めます
　教員の力量形成、学校司書や補助教員の配置、部活動の支援
の充実などにより、学校の経営力・教育力を高めます。
（主な事業） ・教員の指導力の向上
 ・学校司書の配置

　　　　個に応じた学び・成長をきめ細かく支えます
　一人ひとりのもつ特性や能力を最大限に伸ばし、その成長・
発達に応じた教育を行い、きめ細かな支援を行っていきます。
（主な事業） ・特別支援教育の充実　
 ・30人程度学級の実施

　　　　家庭・地域・学校が協働し、共に支える
　　　　教育を進めます
　家庭・地域・学校のつながりを日々育める関係づくりを推進
し、子どもの学びを共に支える教育に取り組んでいきます。
（主な事業） ・新しい学校づくりの推進　
 ・地域人材による学校支援活動の充実

　　　　学校教育環境の整備充実を図ります
　学校が子どもの学びの場であるとともに、地域の拠点ともな
ることを踏まえ、校舎の維持保全等を図り、安全で良好な環境
整備を行っていきます。
（主な事業） ・区立小中学校の改築　
 ・学校教育諸施設の整備・充実　

　　　　誰もが学び続け、その成果を活かせる
　　　　地域づくりを進めます
　あらゆる世代の区民が身近なところで学び、多様なつながり
を育みながら成果を活用できる学習の場の整備に努めます。
（主な事業） ・教育機関等の連携による学習機会の充実　
 ・図書館サービスの充実

　　　　気軽に運動を楽しみ、生涯にわたる
　　　　仲間づくり・健康づくりを進めます
　生涯にわたり健康的な生活を営むことができるよう、気軽に
運動に親しめる場を整備するとともに、スポーツを通して仲間
づくりを行う機会を提供していきます。
（主な事業） ・（仮称）スポーツ推進計画の策定　
 ・体育施設の整備　

目標Ⅰ

目標Ⅱ

目標Ⅲ

目標Ⅳ

目標Ⅴ

目標Ⅵ

目標Ⅶ

杉並区次世代育成基金の活用による

問合せ：庶務課計画担当
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杉並区立学校教職員研修所「秋川荘」閉鎖のお知らせ ～長年のご利用、ありがとうございました～
教職員研修所「秋川荘」の施設のあり方について、検討を重ねてきた結果、平成24年9月末をもって教職員研修所「秋川荘」は幕を閉じること
となりました。
これまで長きにわたり、多くのの皆様方にご利用いただきましたことを改めてお礼申し上げます　　　　　　　　　　問合せ：学務課学事係

杉並区の小中一貫教育
杉並区の小中一貫教育の各学校の取組について、連載シリーズで紹介します。第１回は、杉並区の基本的な小中一貫教育の考え方についてです。

期待する効果

豊かな心の

育成

確かな学力の

向上

健康な心身の

育成

◯ 小中一貫教育の考え方について

小中学校の校種の違いによる意義を大切にしつつ、9年間の
枠組の中で、連続性のある教育活動を展開し、よりよく生き
るための基盤をつくります。

◯ 連続した「学び」について

小中学校の教育内容に背骨を通し、学びの成果を受け継いで、
さらに発展させるように一貫性のある教育を展開していきます。

◯ 連携のスタイルについて

施設一体型の小中一貫教育校も含めて、施設の組み合わせや
地域の特性に応じた小中一貫教育をすすめていきます。

◯ 学校での具体的な取組について

このように学びの場を共有し、将来に向かって、夢や希望を
もって生活しようとする態度を養っていきます。

自信をもって人生を切り拓く力を育てるために 小中一貫教育

施設分離型
阿佐ヶ谷中学校・杉並第六小学校・杉並第七小学校の取組

小学校
（６年間）

連 続 し た 学 び

協　働

地　域

中学校
（３年間）

小学校 中学校

施設隣接型 小学校 中学校

施設一体型 小学校・中学校

小学校

円滑な接続

中学校

これまでの小中学校

小学校

中学校

義務教育に
背骨を通す
9年間を通した
学習指導、生活
指導、進路指導
など

　3校の4年生以上の児童・生徒と、教職
員・保護者・地域の方が一堂に会し、小惑
星探査機「はやぶさ」のプロジェクトマ
ネージャを務めた川口淳一郎先生のお話を
伺いました。
　様々な困難を克服して、「はやぶさ」を
帰還させたお話しに、皆が感動しました。

連載シリーズ１

杉並区の各校では、小中一貫教育を通して、多彩な教育活動を展開していきます。
次回は、小中一貫教育を通して目指す「子ども、教員の姿」についてご紹介します。

＜中学生対象＞
天沼教室　杉並区本天沼３-１０-２０（区立天沼中学校内）
　　　　　☎３３９０-７４４０
和田教室　杉並区和田１-４１-１０（ゆうゆう和田館等併設施設３階）
　　　　　☎３３８２-８２５１
＜小学生対象＞
荻窪教室　杉並区荻窪３-４０-２３（中央図書館内）
　　　　　☎５３９７-５２１１

問合せ
　住所：〒166-0013 杉並区堀ノ内2-5-26（済美教育センター内）
　　　  特別支援教育課教育相談係　☎３３１１-１９２１

　教育委員会では、これまで、さざんかステップアップ教室（適応指導教室）を２ヵ所
設置し、不登校となった区内在住の中学生を対象に、学校生活へ復帰できるよう、支
援を行ってきました。今年度は７月に、小学生を対象とした「さざんかステップアップ
荻窪教室」を開設します。
　家庭や学校と連携をとりながら、一人ひとりにあわせた支援を行います。子どもた
ちがさまざまな活動に参加することを通して、自己肯定感を育み、心身を成長させ、
学校へ復帰することを目指しています。

さざんかステップアップ荻窪教室を開設しました

自己肯定感
（I am OK）

信頼できる場所
ぼくのわたしの
居場所

基礎学力の補充

対人関係能力の育成

素直な自己表現力の育成

自己決定力の育成

基本的な生活習慣の確立

◎朝起きて「荻窪教室」に
通うこと
◎今日必要な物を用意する
こと
◎指導員や友達とあいさつ
すること
◎人と一緒に食事すること

◎参加したいプログラムを
決められること
◎自分の意思で｢これからの
こと｣を決めていくこと

◎人と安心してかかわれること
◎人とバランス良くかかわれる
こと(自分も相手も大切にする)
◎人とかかわるのが楽しいと感
じること

◎感じたこと・体験したこと
を表現できること
 ・ いやだと言えること
 ・ やってみたいと言えること

◎ありのままでよいことを感じられること
◎さまざまな場面で成功体験を積み重ねること

＊図書館内にある多くの本を利用することで、興味・関心を広げ、深めることも出来ます。

荻窪教室の概念図荻窪教室の概念図荻窪教室の概念図

教育相談の受付時間の拡大と充実

☆来所教育相談　　　
　相談件数の増加や日中の来所が困難な保護者に対応するた
め、今年度から週２日相談受付時間を延長し、月２回土曜日の
相談を実施しています。

【相談受付時間】 
　月・水・金曜日（午前９時～午後５時）　
　火・木曜日（午前９時～午後７時）　
　第２・４土曜日（午前９時～午後５時）
※祝日・年末年始を除く
※電話で申込みを受付けて、ご来所の日時を調整いたします。

【申込み】特別支援教育課　☎３３１１-１９２１

☆電話教育相談　　
【相談受付時間】 

　月～金（午前９時～午後５時）
※祝日・年末年始除く
【電話教育相談専用】　☎３３１７-１１９０　

　子どもの教育に関する悩みや心配などについて、
その保護者、本人及び関係者のご相談をお受けしています。
教育・心理の専門相談員に、お気軽にご相談ください。

問合せ：済美教育センター



この春に平成24・25年度の委員（42名）が決定し「未来につなげよう　輝く青少年」をテーマに活動を始めています。あなたの学校区の青少年委員をよろしくお願いします。

※青少年委員は教育委員会ホームページに掲載しています。
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教育委員会ホームページをご覧ください！
教育委員会ホームページでは、最新のお知らせやイベント情報、学校案内など、教育に関する情報を掲載しています。他にも「学校のでき
ごと」というページでは、小・中学校での特色ある取り組みや行事、地域の人たちとの交流など、写真を交えて紹介しています。定期的に更
新していますので、是非ご覧ください。 教育委員会ホームページ：http://www.kyouiku.city.suginami.tokyo.jp/ 問合せ：庶務課庶務係

青少年委員は、青少年育成委員会に所属し、その推薦により、教育委員会が小学校区単位に委嘱している非常勤の公務員です。青少年教育の振興や地
域の教育力向上のため、担当小中学校区内の家庭・地域・学校のパイプ役となって活動しています。
地域の教育機能を高め、子どもたちの生活を豊かなものにし「生きる力」を育む環境の醸成を目指すことを目的とした「地域教育連絡協議会（地教連）」
では、青少年委員がその事務局として、会の年間計画づくり、懇談会・講演会等の企画運営などをしています。
なお、天沼中学校区では、地教連の成果を発展的に継承した「地域教育推進協議会」の事務局として活動しています。

平成24・25年度の青少年委員の活動を紹介します

地域教育連絡協議会
●地域教育懇談事業
各中学校区で、子どもたちの健やかな成長を

目指し、家庭・地域・学校が密に連携し、地域の
教育力を高めるために懇談を行う事業です。
●子ども地域活動促進事業
中学生等を中心とした実行委員会が主に事業

の企画、運営、実施を行うなど、子どもたちの
継続的な体験活動や、地域の特色を活かした教
育活動を支援する事業です。

近年、世界は様々な点で大きく揺れ動いています。政治、経済、環境、
文化、そして身近な生活。だからこそ今、さらに世界に目を向け、世界と
触れ合うことを考えていきます。
そこで今回は、ユネスコの理念である“平和”をテーマに、8日間の国
際交流プログラムを開催します！大自然の中、一緒にご飯を食べたり、踊
ったりするキャンプや大使館訪問、青年部の高校生・大学生が企画する楽
しいプログラムを通じて、外国人学生と一緒に文化を越えた友情を育んで
みませんか！

【開催日程】 開　級　式 7月31日(火) 午前10時～正午
大使館訪問 8月 1日(水)
事 前学習 8月 2日(木) 午前10時～正午
宿泊学習 8月 3日(金)～6日(月)
閉　級　式　 8月 7日(火) 午後1時～午後3時

【場　　所】 事前学習など＝セシオン杉並ほか　
宿泊＝『国立那須甲子青少年自然の家』
（福島県西白河郡西郷村大字真舟字村火6-1）

【内　　容】 キャンプファイヤー、ゲーム大会、ウォークラリーなど
【対　　象】 区内在住・在学の中学生および小学6年生
【定　　員】 60名（先着） 【参 加 費】 20,000円
【申 込 み】 はがき・FAX・メールに「行事名、住所、氏名（フリガナ）、

年齢、電話番号、性別、学校名、学年」を書いて、社会教育
センターへお申込みください。

【申込み期限】7月7日（土）
◎社会教育センター　 3317-6621 FAX 3317-6620

〒166-0011 杉並区梅里1-22-32
mail: shakyo-c@city.suginami.lg.jp

ユネスコ教室「世界に触れる夏」
～夏のユネスコ教室に参加してみませんか！～

問合せ：杉並ユネスコ協会 3395-4020または社会教育センターへ

《会長賞》 西宮中学校1年　渡邉　りょう

図画・ポスターの区長賞及び会長賞の3作品並びに標語
の金賞作品のうち1作品（富士見丘中学校1年 瀧上明日香
さん）を東京都歯科医師会が実施する「歯・口の健康に関
する図画・ポスターコンクール」、「歯・口の健康啓発標語
コンクール」にそれぞれ杉並区代表作品として出品します。

「歯の衛生に関する作品」の入賞作品が決定しました！

「歯の衛生に関する作品募集事業」は、杉並区
歯科医師会・杉並区学校歯科医会の主催により、
「歯の衛生週間（6月4日～10日）」にあわせて
毎年実施されています。今年も区立小・中学校
の児童・生徒から1,810点の作品の応募があ
り、6月30日（土）にセシオン杉並で優秀作品
の表彰式が行われました。

《会長賞》 松庵小学校4年　五月女　彩寧《区長賞》 杉並第二小学校3年　野口　ことみ

問合せ：学務課保健給食係

標語入賞者
《金　賞》 久我山小学校2年　　　　　斯波　海斗

富士見丘小学校4年　　　　向出　美咲
桃井第一小学校6年　　　　小林　裕理子
高井戸第三小学校6年　　　椎名　希帆
桃井第一小学校6年　　　　皆見　涼乃
富士見丘中学校1年　　　　瀧上　明日香
西宮中学校1年　　　　　　西野　旭
大宮中学校2年　　　　　　野村　友宏
高南中学校3年　　　　　　遠藤　有悟
向陽中学校3年　　　　　　太田　航平

《銀　賞》 9名（小学校　4名・中学校　5名）
《銅　賞》 9名（小学校　4名・中学校　5名）

図画・ポスター入賞者
《金　賞》 杉並第二小学校1年　野口　琢磨

桃井第一小学校3年　梅野　真生
杉並第二小学校5年　勝野　雄心
西田小学校5年　　　北原　壮恭

《銀　賞》 5名（小学校　4名・中学校　1名）
《銅　賞》 5名（小学校　4名・中学校　1名）

作文入賞者
《金　賞》 該当者なし
《銀　賞》 1名　（小学校　1名）
《銅　賞》 1名　（小学校　1名）

青少年育成委員会

杉並区教育委員会

青少年委員協議会青少年委員協議会

委嘱

推
薦

連
絡
調
整

協
同
活
動
等

高円寺中学校区　わくわく交流会　
～南相馬と高円寺の子どもたちの交流の集い～

青少年委員青少年委員

問合せ：学校支援課　家庭・地域教育担当



見直し方針
本制度実施による「開かれた学校づくり」の達成状況や新しい教育ビ

ジョンの考え方を踏まえた上で、今後さらに魅力ある教育活動を進めて
いくため、これまでの学校希望制度は廃止し、新たに児童の希望を尊重
する仕組みを構築します。
この仕組みは、小・中学校の指定は居住地の通学区域を原則とし、児

童自らの目的意識等により、指定校以外の学校を志望する場合には、そ
の意思を尊重することができるよう、新たに指定校変更の認定及び承諾
事由を設けます。

新たな仕組みの導入理由
学校希望制度は平成14年度から実施され、この間、特色ある学校づく

りの取り組みをはじめ学校支援本部や地域運営学校の活動などを通して、
保護者や地域住民が協力して教育を進める活動が定着してきました。こ
れにより学校を共に支える確かな基盤が整い、制度目的である「開かれ
た学校づくり」は基本的に達成できたものと考えます。
今後は、こうした到達点に立ち、児童や保護者の学校を志望する意思

をこれまで以上に尊重する仕組みとすることで、魅力ある教育活動をさ
らに進めるものとします。

指定校変更認定及び承諾事由の見直し
現行の指定校変更認定及び承諾事由に、以下の事由が加わります。

実施時期等について
新たな仕組みの実施は、平成26年度新入学者から実施します。なお、

現在の制度は経過措置を設け、段階的に終了します。

教育委員会の動き（24年3月～24年5月）
教育委員会は、毎月第2・4水曜日に開催され、必要に応じて臨時会を開催しています。
【教育委員会開催状況】 ・定例会 5回　・臨時会 1回　・議案 41件　・報告事項 23件
【主な案件】◎は審議、○は報告事項
◎「杉並区教育ビジョン2012」の策定について　　　　◎「杉並区教育ビジョン2012推進計画（案）」の策定について
◯ 平成24年度の放射線量測定等の取組みについて　　　◯ 平成24年度小・中学校への学校司書の配置について
◯ 杉並区立永福南小学校・永福小学校統合協議会における統合校の校名等に係る検討結果について
◯「杉並区中学生小笠原自然体験交流事業」の実施について
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●再生紙を使用しています

「杉並区学校希望制度の見直し方針」を策定しました
教育委員会では、学校希望制度開始から10年を経過したことを契機に、「杉並区学校希望制度検討会」を立ち上げ、これまでの検証と今
後の制度のあり方について検討を行いました。検討会から提出された報告書を踏まえ、区では杉並区学校希望制度の見直し方針を策定いた
しましたので、お知らせします。

平成25年度新入学の学校希望制度について
★ 9月上旬に、杉並区に住民登録している来春入学する新1年生の保護者あてに、希望申請書を送付し、申請の受付を開始します。
★ 希望できる学校の範囲は、学区域の学校に隣接する学校の範囲です。
★ 各学校の教室等の状況により、受入態勢が異なります。
詳しくは、9月上旬に希望申請書と併せてお送りするリーフレットをご覧ください。

学校の特色ある教育活動等に参加を志望する場合

学校独自の特色ある教育活動や部活動への参加等、その学校を志望
する強い動機が認められる場合
※ただし、申立ては指定された通学区域に隣接する学区の学校（１校のみ）

とする。

24年度
（25年度新入学）

25年度
（26年度新入学）

26年度
（27年度新入学）

27年度
（28年度新入学）

１校あたりの
学校希望制度
受入上限枠

40名 30名 20名 制度廃止

※ただし、学校の状況によっては、受入上限枠に制限を設ける。
※希望できる学校の範囲は隣接する学区域の学校（小学校・中学校）とする。
※新しい指定校変更承認事由は平成25年度（26年新入学）から実施する。

　 「健康」ってかっこいい。だから、ちょっと頑張れば変われそうだけど、なかなか一人ではできないのが生活習慣を変えること。
　教育委員会では、健康的な生活習慣を身につけたい区内在住の小学生とその保護者を対象に、7月から「親子健康教室」を開催します。
　家庭でも継続的に取り組むことができる運動・調理の紹介や体験等、充実したプログラムを用意しています。
　親子で健康について楽しく学び、今年の夏から生活習慣の見直しを始めてみませんか？
　募集案内は6月下旬に各区立小学校を通じて配布しましたので、日程および場所等をご確認の上、お申込みください。

おやつの食べ過ぎ、
わかっていても
やめられない。

早起きしたら、
もっと元気がでるかな。

外遊びよりゲームが好き。

ついつい
夜更かししちゃう。

友達と楽しく
体を動かしたいけれど
自信がない。

何か自分で
おいしいものが
作れたらかっこいいな。

太ってきちゃったけど、
どうしていいかわからない

調和のとれた食事をしっかりと食べ、体を動かし、早寝早起きをする…

これができれば、いいことがいっぱいあります。

なりたい自分にチャレンジ！「親子健康教室」なりたい自分にチャレンジ！「親子健康教室」なりたい自分にチャレンジ！「親子健康教室」

問合せ：学務課児童健康支援担当

杉並区には、元バレーボール選手で、モントリオールオリンピック（1976年）でエ
ースアタッカーとして日本に金メダルをもたらした白井貴子さんがお住まいになってい
ます。
現在、白井さんは、杉並区済美教育センター体力向上担当として、講演や指導イベン
トのコーディネートのほか、杉並区内の小学校での体育の授業や中学校の部活動で指導
を行っています。8月には、中学校合同部活動での指導も行います。
白井さんは、「まず、バレーボールが楽しいってことを経験しましょう。そうすること
によって人間関係も楽しくなるし、大人になってからだって、一生楽しめるよ。」と、子
どもたちに声をかけています。また、体を動かし、スポーツを楽しむことの大切さを常
に呼びかけています。子どもたちの体力低下が懸念される昨今ですが、メダリストから
指導を受けられる杉並区の子どもたちの体力向上が期待されます。

体 力 向 上

問合せ：済美教育センター

問合せ：
学務課学事係


